
別紙

船員職業安定法の施行に関する政省令等（案）について

平成１６年９月

船 員 政 策 課

Ⅰ 制定の背景

第１５９回通常国会において、海上運送事業の活性化のための船員法等の一部を改

正する法律（平成１６年法律第７１号）が成立し、船員職業安定法（昭和２３年法律

第１３０号）の一部が改正されたところです。この船員職業安定法の一部改正の施行

に当たり、法において政令に委任されている事項等について規定するため、船員職業

安定法の施行に関する政令、船員職業安定法施行規則の一部を改正する省令並びに無

、 、料船員職業紹介事業者 船員の募集を行う者及び無料船員労務供給事業者が均等待遇

労働条件等の明示、求職者等の個人情報の取扱い、募集内容の的確な表示に関して適

切に対処するための指針、船員派遣元事業主が講ずべき措置に関する指針及び派遣先

が講ずべき措置に関する指針について制定を行う必要があり、下記のとおり制定する

ことを考えております。

Ⅱ 関係政省令等の概要

１ 船員職業安定法の施行に関する政令について（案）

別添１のとおり

２ 船員職業安定法施行規則の一部改正について（案）

別添２のとおり

３ 無料船員職業紹介事業者、船員の募集を行う者及び無料船員労務供給事業者が均

等待遇、労働条件等の明示、求職者等の個人情報の取扱い、募集内容の的確な表示

に関して適切に対処するための指針について（案）

別添３のとおり

４ 船員派遣元事業主が講ずべき措置に関する指針について（案）

別添４のとおり

５ 派遣先が講ずべき措置に関する指針について（案）

別添５のとおり

Ⅲ スケジュール（予定）

公 布 平成１６年１１月 下旬

施 行 平成１７年 ４月 １日



船

員

職

業

安

定

法

の

施

行

に

関

す

る

政

令

に

つ

い

て

（

案

）

第

一

法

第

五

十

六

条

第

一

号

の

政

令

で

定

め

る

船

員

派

遣

事

業

の

許

可

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

な

い

労

働

法

令

違

反

船

員

派

遣

事

業

の

許

可

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

な

い

法

令

違

反

の

う

ち

、

労

働

に

関

す

る

法

律

の

規

定

で

あ

っ

て

政

令

で

定

め

る

も

の

は

、

労

働

基

準

法

第

百

十

七

条

（

強

制

労

働

の

禁

止

違

反

、
）

第

百

十

八

条

第

一

項

（

中

間

搾

取

の

排

除

違

反

等

）

及

び

船

員

法

第

百

三

十

一

条

（

給

料

そ

の

他

の

報

酬

の

支

払

い

違

反

等

）

等

の

規

定

と

す

る

こ

と

。

第

二

船

員

法

等

の

適

用

に

関

す

る

特

例

に

つ

い

て

の

技

術

的

読

替

え

船

員

法

等

の

法

令

を

適

用

す

る

場

合

に

お

け

る

所

要

の

技

術

的

読

替

え

に

関

す

る

規

定

を

設

け

る

こ

と

と

す

る

こ

と

。

第

三

改

正

法

の

施

行

期

日

船

員

職

業

安

定

法

の

一

部

改

正

は

、

平

成

十

七

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

こ

と

と

す

る

こ

と

。

別添１



- 1 -

船

員

職

業

安

定

法

施

行

規

則

の

一

部

改

正

に

つ

い

て

（

案

）

第

一

無

料

の

船

員

職

業

紹

介

事

業

１

学

校

等

の

行

う

無

料

の

船

員

職

業

紹

介

事

業

の

届

出

に

つ

い

て

、

添

付

書

類

等

を

定

め

る

こ

と

と

す

る

こ

と

。

２

無

料

船

員

職

業

紹

介

事

業

者

は

、

毎

年

四

月

三

十

日

ま

で

に

、

そ

の

年

の

前

年

の

四

月

一

日

か

ら

そ

の

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

け

る

事

業

報

告

書

を

作

成

し

、

国

土

交

通

大

臣

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

も

の

と

す

る

こ

と

。

第

二

無

料

の

船

員

労

務

供

給

事

業

１

無

料

の

船

員

労

務

供

給

事

業

の

許

可

の

有

効

期

間

を

三

年

か

ら

五

年

と

す

る

こ

と

。

２

１

に

規

定

す

る

許

可

の

有

効

期

間

の

満

了

後

引

き

続

き

当

該

許

可

に

係

る

無

料

の

船

員

労

務

供

給

事

業

を

行

お

う

と

す

る

者

は

、

許

可

の

有

効

期

間

の

更

新

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

も

の

と

す

る

こ

と

。

第

三

船

員

派

遣

事

業

１

船

員

派

遣

事

業

の

許

可

等

一

許

可

申

請

書

の

添

付

書

類

は

、

船

員

派

遣

事

業

に

関

す

る

資

産

の

内

容

に

関

す

る

書

類

等

と

す

る

こ

と

。

二

船

員

派

遣

元

事

業

主

は

、

毎

事

業

年

度

経

過

後

三

月

以

内

に

、

事

業

報

告

書

及

び

収

支

決

算

書

を

作

成

し

、

国

土

交

通

大

臣

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

も

の

と

す

る

こ

と

。

２

派

遣

船

員

の

就

業

条

件

の

整

備

等

に

関

す

る

措

置

別添２
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一

船

員

派

遣

契

約

船

員

派

遣

契

約

の

当

事

者

は

、

当

該

船

員

派

遣

契

約

の

締

結

に

際

し

船

員

派

遣

契

約

に

定

め

た

事

項

を

、

書

面

に

記

載

し

て

お

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

も

の

と

す

る

こ

と

。

二

船

員

派

遣

元

事

業

主

の

講

ず

べ

き

措

置

派

遣

船

員

に

対

す

る

就

業

条

件

等

の

明

示

は

、

明

示

す

べ

き

事

項

を

記

載

し

た

書

面

を

当

(一)

該

派

遣

船

員

に

交

付

す

る

こ

と

に

よ

り

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

も

の

と

す

る

こ

と

。

派

遣

元

責

任

者

は

、

船

員

派

遣

元

事

業

主

の

事

業

所

ご

と

に

当

該

事

業

所

に

専

属

の

派

遣

(二)

元

責

任

者

と

し

て

自

己

の

雇

用

す

る

者

の

中

か

ら

選

任

す

る

こ

と

。

三

派

遣

先

の

講

ず

べ

き

措

置

一

年

を

超

え

三

年

以

内

の

船

員

派

遣

の

役

務

の

提

供

を

受

け

よ

う

と

す

る

期

間

を

定

め

る

(一)

に

当

た

つ

て

、

過

半

数

組

合

又

は

過

半

数

代

表

者

に

対

し

意

見

を

聴

く

手

法

を

定

め

る

こ

と

と

す

る

こ

と

。

派

遣

先

責

任

者

は

、

派

遣

船

舶

ご

と

に

専

属

の

派

遣

先

責

任

者

と

し

て

自

己

の

雇

用

す

る

(二)

者

の

中

か

ら

選

任

す

る

こ

と

。

四

船

員

法

等

の

適

用

に

関

す

る

特

例

に

つ

い

て

の

技

術

的

読

替

え

船

員

法

施

行

規

則

等

の

法

令

を

適

用

す

る

場

合

に

お

け

る

所

要

の

技

術

的

読

替

え

に

関

す

る

規

定

を

設

け

る

こ

と

と

す

る

こ

と

。

第

四

そ

の

他

。

地

方

運

輸

局

長

に

委

任

す

る

国

土

交

通

大

臣

の

職

権

を

定

め

る

等

所

要

の

規

定

を

整

備

す

る

こ

と



無
料
船
員
職
業
紹
介
事
業
者
、
船
員
の
募
集
を
行
う
者
及
び
無
料
船
員
労
務
供
給
事
業
者
が
均
等
待
遇
、
労
働
条
件
等

の
明
示
、
求
職
者
等
の
個
人
情
報
の
取
扱
い
、
募
集
内
容
の
的
確
な
表
示
に
関
し
て
適
切
に
対
処
す
る
た
め
の
指
針
に

つ
い
て
（
案
）

指
針
の
趣
旨

こ
の
指
針
は
、
船
員
職
業
安
定
法
第
四
条
、
第
十
六
条
、
第
十
九
条
及
び
第
四
十
八
条
第
二
項
に
定
め
る
事
項
に
関
し
、

無
料
船
員
職
業
紹
介
事
業
者
、
船
員
の
募
集
を
行
う
者
及
び
無
料
船
員
労
務
供
給
事
業
者
が
適
切
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要

な
事
項
に
つ
い
て
次
の
事
項
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

一

均
等
待
遇

イ

差
別
的
な
取
扱
い
の
禁
止

ロ

募
集
に
関
す
る
男
女
の
均
等
な
機
会
の
確
保

二

従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
及
び
労
働
条
件
を
明
示
す
る
に
当
た
っ
て
の
配
慮
事
項

三

求
職
者
等
の
個
人
情
報
の
取
扱
い

イ

個
人
情
報
の
収
集
、
保
管
及
び
使
用

ロ

個
人
情
報
の
適
正
な
管
理

別添３



船
員
派
遣
元
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
指
針
に
つ
い
て
（
案
）

指
針
の
趣
旨

こ
の
指
針
は
、
船
員
職
業
安
定
法
第
四
条
、
第
六
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
並
び
に
第
三
章
第
四
節
第
二
款

第
一
目
及
び
第
二
目
の
規
定
に
よ
り
船
員
派
遣
元
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
し
て
、
そ
の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図

る
た
め
に
必
要
な
事
項
と
し
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

一

差
別
的
な
取
扱
い
の
禁
止

二

個
人
情
報
の
保
護

三

船
員
派
遣
契
約
の
締
結
に
当
た
っ
て
の
就
業
条
件
の
確
認

四

派
遣
船
員
の
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置

五

適
切
な
苦
情
の
処
理

六

派
遣
先
と
の
連
絡
体
制
の
確
立

七

派
遣
船
員
に
対
す
る
就
業
条
件
の
明
示

八

船
員
を
新
た
に
派
遣
船
員
と
す
る
に
当
た
っ
て
の
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止

九

派
遣
船
員
の
福
祉
の
増
進

十

関
係
法
令
の
関
係
者
へ
の
周
知

十
一

派
遣
船
員
を
特
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
行
為
の
防
止
等

十
二

派
遣
元
責
任
者
の
適
切
な
選
任
及
び
適
切
な
業
務
の
遂
行

別添４



派
遣
先
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
指
針
に
つ
い
て
（
案
）

指
針
の
趣
旨

こ
の
指
針
は
、
船
員
職
業
安
定
法
第
三
章
第
四
節
第
二
款
第
一
目
及
び
第
三
目
の
規
定
に
よ
り
派
遣
先
が
講
ず
べ
き
措
置

に
関
し
て
、
そ
の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
項
と
し
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

一

船
員
派
遣
契
約
の
締
結
に
当
た
っ
て
の
就
業
条
件
の
確
認

二

船
員
派
遣
契
約
に
定
め
る
就
業
条
件
の
確
保

三

派
遣
船
員
を
特
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
行
為
の
防
止

四

性
別
に
よ
る
差
別
の
禁
止

五

船
員
派
遣
契
約
の
定
め
に
違
反
す
る
事
実
を
知
っ
た
場
合
の
是
正
措
置
等

六

派
遣
船
員
の
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置

七

適
切
な
苦
情
の
処
理

八

適
正
な
派
遣
就
業
の
確
保

九

関
係
法
令
の
関
係
者
へ
の
周
知

十

船
員
派
遣
元
事
業
主
と
の
労
働
時
間
等
に
係
る
連
絡
体
制
の
確
立

十
一

派
遣
船
員
に
対
す
る
説
明
会
等
の
実
施

十
二

派
遣
先
責
任
者
の
適
切
な
選
任
及
び
適
切
な
業
務
の
遂
行

十
三

船
員
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
期
間
の
制
限
の
適
切
な
運
用

十
四

船
員
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
よ
う
と
す
る
期
間
に
係
る
意
見
聴
取
の
適
切
か
つ
確
実
な
実
施

十
五

安
全
衛
生
に
係
る
措
置

別添５


